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「鳥取県緊急経済雇用対策」と連動した支援策の追加について
　
地方独立行政法人鳥取県産業技術センター（理事長　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ｲﾅﾅｶﾞ),稲永)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ｼﾉﾌﾞ),忍)）では、経済状況が厳しさを増すなかで、新たな技術で起業しようとする方を支援するために、起業化支援室の使用料を引き下げることとしました。
起業化支援室とは、ベンチャー企業等を対象に当センター施設内の部屋を研究・事業スペースとして有料で開放しているもので、スペースを提供するのみならず、当センターの研究員との技術相談を頻繁に行えるなど当センターの技術支援が受けやすい環境を提供します。
なお、このたびの起業化支援室の使用料の引き下げによる支援は、平成２１年１月７日に発表いたしました県の緊急経済雇用対策と連動して実施している「実践的産業人材育成事業」の研修参加費用を無料とする支援策（参考：別紙）に追加して行うものです。
１　起業化支援室の使用料の引き下げの内容
平成２１年１月から平成２２年３月まで次の（１）のように使用単価を引き下げることにより、（２）のように使用料を引き下げます。

（１）単価の引き下げ

　　起業化支援室の使用単価を次のように引き下げます。
　　　改正前：１，３３０円／㎡・月（鳥取施設、境港施設）
　　　改正後：　　５００円／㎡・月

　　　　　※今回の改正は、鳥取施設及び境港施設の起業化支援室の使用単価を、米子施設の使用単価と同額の５００円／㎡・月まで引き下げるものです
（２）使用料の引き下げ

　　起業化支援室の使用料は次のように軽減されます。
	
	鳥取施設
	境港施設

	改正前
	３１，９２０円（月額）
～
７５，８１０円（月額)
	４２，５６０円（月額）

	改正後
	１２，０００円（月額）

～
２８，５００円（月額）
	１６，０００円（月額）


　　　※起業化支援室の入居期間は３年間です。
２　各施設の位置及び起業化支援室の状況
鳥取施設：電子･有機素材研究所　鳥取市若葉台南７丁目１－１
　　　　　　６室中３室が空いています。

米子施設：機械素材研究所　　　 米子市日下１２４７

　　　　　　２０室中２室が空いています。

境港施設：食品開発研究所　　　 境港市中野町２０３２番地３

　　　　　　２室があり空き室はありません。

３　お問い合わせ先
企画管理部　門脇、濱本 （電話 ０８５７－３８－６２００）
